
４　令和８年度 「みやぎ環境税」活用事業一覧(水産林政部関係)

(単位：千円)

２　森林の多面的機能の発揮

方向性①　森林の公益的機能の維持・強化

1 温暖化防止間伐推進事業 61,773 森林整備課

2 マツ林保全再生事業 24,259 森林整備課

3 ナラ林等保全対策事業 16,506 森林整備課

4 みんなの森林づくりプロジェクト推進事業 2,001 林業振興課

方向性②　森林資源の適切な循環利用

5 チャレンジ！みやぎ500万本造林事業 112,942 森林整備課

6 県産材利用サステナブル住宅普及促進事業 253,993 林業振興課

新規 7 みやぎの木であふれる建物支援事業 38,134 林業振興課

３　気候変動の影響への適応

方向性①　産業における気候変動適応策

8
海況変化を見据えた新たな水産資源の持続
的活用推進事業

1,404 水産業振興課

４　生物多様性、自然環境の保全と活用

方向性②　自然環境の保全と活用

新規 9 未来へつなぐ豊かな森・海づくり事業 1,410 水産林業政策室

512,422

林齢の高い森林や森林経営計画の策定が難しい小規模分散的な
森林における間伐に加え、森林の確実な生育に資するための除
伐等を支援することにより地球温暖化防止に貢献するととも
に、公益的機能の発揮に資するもの。

全県的に発生しているナラ枯れや被害拡大が懸念されるツヤハ
ダゴマダラカミキリを防除し、里山林の保全を図ることで、二
酸化炭素の吸収等、森林の多面的機能の維持・強化に取り組
み、宮城の豊かな環境の構築に資するもの。

方
向
性

地域住民や任意団体等による「郷土の森林づくり」を支援する
ことにより、自主的かつ主体的に植林や森林整備に取り組む団
体を育成するとともに、県民が広く参加することのできる森林
整備活動の実施と普及を図るもの。

合　　計　（９事業）

松くい虫の被害から県内のマツ林を保全するとともに、被害跡
地のマツ林を再生することにより、二酸化炭素の吸収等の森林
の多面的機能の維持・強化を図り、宮城の豊かな環境の構築に
資するもの。

植栽及び植栽後の維持管理等を支援することにより、伐採後も
植林しない造林未済地の増加を防ぐとともに、地球温暖化防止
に貢献するもの。

海況変化に対応するため、暖水性魚種及び低・未利用魚の普
及、植食性魚類の加工技術開発を行うもの。

森から川、そして海へと至る自然環境保全の意識を、県内全域
の県民活動として定着させるため取組を行うとともに、民間企
業等と連携した県内の森林保全や藻場造成の活動を推進する。

二酸化炭素の吸収源を確保し持続可能な脱炭素社会の実現を目
指すため、一般住宅への県産木材の利用をさらに積極的に推進
することから、新築戸建て住宅の施主に対し県産木材にかかる
材料費等を支援するもの。

新たな木材需要の創出を図るため、県と連携しながら県産木材
利用拡大に取り組む事業者（市町村を除く）を対象に、非住宅
建築物等の木造・木質化及びこれらの取組に係るＰＲ活動に支
援するもの。

事　　業　　名 担当課室
R8年度

当初予算
事　業　内　容

視
点

新規 №

-65-


